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はじめに

附属山口小学校では朝の会でフリートークを行なっている。フリートークは「話題に沿って子どもが自分

の考えを述べ合う話し合い活動」であり、「話す力、聴く力、話し合う力を育てる話し合い活動と思われが

ち」だが、第一義は「『分かり合い、支え合う』仲間関係をつくること」にあり、「仲間の考えを共感した

り、仲間のよさを感じたりすることができる子どもを育てていきたい」という願いがあるという１）。

附属幼稚園の帰りの集まりでも、子どもたちが「お話したいこと」を話したり、自分が作ったり見つけた

りしたものを「紹介」したい時には、そのための時間を設けている２）３）。そのため、附属幼稚園から附属山

口小学校に入学した子どもは、フリートークの中で幼稚園での経験をいかしていると考えられる。

2018 年４月に附属幼稚園での保育経験もある志賀直美教諭が附属山口小学校赴任された。そこで、本プ

ロジェクトでは志賀教諭が担任する１年生のクラスにおけるフリートークの実践を取り上げ、フリートーク

における子どもたちの経験や教師の役割について幼小接続の視点もふまえながら検討したいと考えた。

１．研究の目的

附属幼稚園での保育経験がある教師が担任する附属山口小学校１年生のクラスを取り上げ、朝の会でのフ

リートークの実践について以下の点から検討する。

○子どもたちはフリートークでどのような経験をしているのか

　附属幼稚園から入学した子どもたちは、幼稚園での経験をどのようにいかしているのか

○教師は子どもたちの実態をどのようにとらえ、何を願い、どのような支援を行なうのか

　そこには附属幼稚園での保育経験がどのようにいかされているのか

２．研究の方法

２－１　対象クラス

志賀教諭が担任する１年２組。男児 18 名、女児 17 名、計 35 名。

２－２　観察の方法

2018 年度５月から３月まで、中島が対象クラスの朝の会を観察し、文字記録とデジタルカメラによる写真・
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映像での記録を行なった（計 50 回）。映像記録をもとに、子どもや教師の発言を文字記録にもまとめた。

２－３　記録をもとにした討議

映像記録や文字記録をもとに、志賀教諭・中島で討議の機会を設けた。子どもたちの多くについて保育経

験があり、１年生との交流活動も行なってきた附属幼稚園大森教諭・高田教諭とも討議する機会を設けた。

２－４　他大学の附属小学校の参観

朝の会を大切にしてきた歴史があり、幼小一貫教育カリキュラムもある奈良女子大学附属小学校学習研究

発表会にも参加した。１年生のクラスの朝の会と学習を参観し、その後の協議会にも参加した。

３．結果と考察

３－１　１年間の流れ

対象クラスでの朝の会の話し合い活動は、Ⅲ期に分けられた。附属山口小学校で従来行なわれている形で

のフリートークを始めたのは、夏休み明けからであった (表１参照 )。

　表 1　１年間の流れ

以下、中島の観察記録、討議における志賀教諭の話をもとに１年間の実践をまとめ、子どもたちがどのよ

うな経験をしているのか、教師が子どもたちの実態をどのようにとらえ、何を願い、どのような支援を行なっ

ているのかを検討していく。志賀教諭をＳ、中島をＮと表記する。子どもたちもアルファベットで表記する

（例：男児 18 名は大文字でＡ男からＲ男、女児 17 名は小文字でа子からｑ子）。紙幅の都合により、いずれ

の実践もその一部のみを取り上げる。

３－２　【Ⅰ期】健康観察時に日直が決めた話題について全員が話す

Ｓは「入学当初の子どもたちはまだフリートークをする段階にない」と理解しており、朝の会では健康観

察時に自分が提供した話題について全員が話すようにしていた。すると、すぐに「○○のことを言いたい」

と言う子どもが現れたので、その日の日直二名が決めるようにした。この活動には、子どもたちが「自分の

存在を友達に知らせる」「いろいろな友達の存在を知る」ことで互いに知り合い仲良くなれるように、「全

員が話したいことがあり、話せる場を作れるように」という願いがあった。また、今後フリートークに取り

組むことも見通して、「自分の生活を振り返って話題を探す」「二人で一つの話題を決める（友達と思いを

合わせる）」「話題によって面白さが違うことを体感する」経験ができるようにという願いもあった。

具体的には以下のように進めていた。

○日直２名が何の話をしたいか話題を決める。

○Ｓから名前を呼ばれ、「はい、元気です」等答え、日直が決めた話題についても話をする。

○最後にＳ、「トラチャン」も答え、話をする。

「トラチャン」は手を入れて動かせるトラの人形である（写真１）。Ｓは子どもたちが安心して小学校生

活をスタートできるように、入学式の日にトラチャンを紹介し、「失敗したからこそ分かること、できるこ

とがある」「トラブルをチャンスにしていこう」と伝え、「トラブル（しっぱい）をチャンスに」というポ

スター（写真２）も掲示した。当初はＳがトラチャンを手にして話題について話していたが、次第にやりた

い子どもが前に出てトラチャンを手にして話すことを楽しむようになった。Ｓはクラスの中で困ったことが

起きるたびに、「失敗してもいいんだよ」「どうするとよいかみんなで考えよう」と一緒に考えることを大

切にしており、次第に子どもたちからも「そういう時は」「トラチャン」という言葉が聞かれるようになっ

ていった。Ｓは「子どもの困り感からやさしさが生まれる」とも考えており、「○○ちゃんが困っているの、
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わかる？」「みんなで助けてあげて」「どうすればいい？」と問いかけて一緒に考えることも大切にしてい

た (表５－２参照 )。時間がかかっても入学当初の時期に仲間づくりの基礎を作っておけば、その後の子ども

たちは伸び、学び合う関係になるとＳは考えていた。

子どもたちが考えた話題の一部を表２にまとめた。Ｓは「理由を聞くと、友達のことがもっとよくわかる」

経験をしてほしいとも願っており、国語で「わけをいおう」を学習した頃に一人目の子どもに理由を聞いて

みると答えたため、その後の子どもにも聞くようにした。理由を言葉にすることは子どもにとって難しいこ

とも多いようで、「わけはありません」と言うこともあったが、次第に理由も合わせて自分の考えを話す子

どもが増えていった（表３①）。また、子どもがＳよりも先に友だちの名前を呼ぶ姿を見て、Ｓが「みんな

で呼んでくれる？」と言うと、全員で名前を呼ぶようになり、子どもたち一人一人が友だちに自分の名前を

呼んでもらい、自分の考えを話すようになった。子どもたちは話題について自分の考えを話したり友達の話

を聞くことを楽しみ、共感したことをつぶやいたり、友だちについて知っていることを口にする姿も増えて

いった（表３②）。

表３　健康観察時に日直が決めた話題について話す

３－３　【Ⅱ期】　クイズトーク

７月には「クイズトーク」を開始した。この活動は「１、２年生には、話し合い活動だけに集中すること

は困難」であるために桂（2006）が考案した「具体物を使ったりクイズの要素を取り入れたりする」「フリー

トークの低学年版」である４）。Ｓは桂（2006）を参考に、クイズトークを以下のように進めていった。

○「宝物」を持って来た子どもが考えてきた３つのヒントを出す。

　　いずれも「質問タイム」を１分とり、その中で他児が質問しながら「宝物」は何かあてる。

○「宝物」を持って来た子どもがその宝物（または写真）見せながら紹介し、その理由も話す。

　　友達の質問にも答える。

この活動は、国語の「たからものをおしえよう」とも関連し、附属幼稚園で自分が作ったり見つけたりし

写真１「トラチャン」　写真２「トラブルをチャンスに！」
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たものの「紹介」を楽しんできた子どもたちにとっては、幼稚園での経験をいかせる活動でもあった。

３－３－１　事前の準備

Ｓが自分の「宝物」を持って来てクイズトークをしてモデルを見せた後、家庭でクイズトークの準備をし

てくることを説明し、「ひんと①」「ひんと②」「ひんと③」を考えて書いてくる事前学習プリントを配布

した。保護者にもクラスだよりで事前学習への協力を依頼した。

３－３－２　クイズトークの実際

１回に３名ずつクイズトークを行なった。子どもたちが持って来た「宝物」とその理由の一部を表４にま

とめた。「宝物」で最も多かったのは、親や親せきに買ってもらったぬいぐるみ（６名）であった。きょうだい、

飼っていた生き物、習い事で頑張ってもらった賞状やオブジェもそれぞれ２名いた。

　表４　クイズトークのために子どもたちが用意してきた「宝物」（一部）

第１回は国語の授業の中で行なった。Ｓはクイズトークの流れを板書して確認し、「話し方、聞き方をお

勉強してください」と伝えて始めた。しかし、一人目のクイズトークでは、子どもたちがヒントを聞いて自

分が「正解」だと考えたものを次々に「○○ですか？」と聞き続け、時間切れになってしまった（表５－１）。

Ｓは「見つけないと。みんなの力で」「質問して聞き出さないと」と子どもたちに伝えていた。

表５－１　クイズトーク（１）７月４日 (水 )「見つけないと。みんなの力で」

クイズトークの中では「トラブルをチャンスに」する出来事も起きた。Ｓはそこでも子どもたちが自分た

ちで考えることを大切にしていた。例えば、始める前に「正解」を言われた子どもが号泣してクイズトーク

ができなくなった時には、Ｓは具体的な助言はせずにこの時期子どもたちが楽しんでいた「紹介」の時間を

設けるようにした。この「紹介」は当初は附属幼稚園でこの活動を楽しんだ経験がある子どもが中心となっ

ていたが、この時期になると他の子どもたちも前に出て加わるようになっていた。その中で、号泣した子ど

もも気持ちを立て直し、再開したクイズトークでは、子どもたちは「正解」を知らないふりをして様々な質

問をしてクイズトークを終えていた (表５－２)。この姿を見て、Ｓは「クラスの仲間づくりができてきた」
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ととらえていた。

大事に育てていた「宝物」の魚がクイズトーク直前に死んでしまったことを聞いて驚いた子どもたちが、

その子どもに「宝物」の魚について次々に質問して知ろうとすることもあった（表５－３）。この子どもた

表５－２　クイズトーク（２）７月 11 日 ( 水 )「できてよかったね」

表５－３　クイズトーク（３）７月 18 日 ( 水 )「悲しいけれど、宝物です」
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ちの姿を見て、Ｓは「宝物」を紹介する子どもの言葉や表情に「思い」が表れていること、その「思い」が「伝

わる」ことが「素敵」なこと、聞き方を工夫すると「宝物」が「わかっていく」こと等について、子どもた

ちに伝わる言葉で丁寧に確認していた。このように、子どもたちは友だちの「宝物」を知りたいという強い

思いから、どのような質問をするとよいのかを少しずつ理解していった。さらに、質問にどのように答える

とよいか困っている友だちに「手で表したら？」「絵に描けばいい」等、「どのようにすると相手に伝わるか」

アドバイスする発言も出てくるようになった。

クイズトーク最終日には、Ｓは子どもたちとこれまでのクイズトークについて振り返り、「まだまだ仲良

くなっていくために」フリートークをしてみることを提案した。数日前に隣のクラスの朝の会参観でフリー

トークに興味をもっていたことから、子どもたちからもやってみたいという声があがっていた（表５－４）。

３－４　【Ⅲ期】フリートーク 

３－４－１　教師が話題提供をしたフリートーク

夏休み明けの８月下旬から、従来の形でのフリートークを開始した。次のように進められた。

○話題提供者が自分の考えた話題を話し、自分の考えも話す (ホワイトボードにも書いて掲示 )。

○他児が話題について自分の考えを話す（５分）。

○話題提供者が話を聞いて思ったこと等を話す。

○他児も自分の思ったこと等を話す（５分）。

クイズトークと同様に、最初にＳが話題提供者になって子どもたちにモデルを示した ( 表６－１)。子ど

もたちは入学当初から話題についての自分の考えを話したり友達の話を聞く楽しさを経験し、フリートーク

参観も経験していたため、進め方もすぐに理解していた。この日はほとんどの子どもが話をした。

表６－１　８月 30 日（木）初めてのフリートーク（１）

表５－４　クイズトーク（４）７月 20 日 ( 金 ) クイズトークの最後の日
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このフリートークの後、Ｓは子どもたちにどのような話題にするか考えておくように伝え、「ききかた」

についても子どもたちの考えを板書して整理しながら確認していった（表６－２）（写真３）。

３－４－２　フリートークの実際

子どもたちが考えた話題の一部を表７にまとめた。当初はＳの話題にならって「○と○、どっちがすきで

すか」が多かったが、次第に「もし○○だったら～」や「何の○○がすきですか？」という話題も出てきた。

子どもたちは３月まで順に話題提供者となり、約半数の子どもが３回、約半数の子どもが２回担当した。

フリートークが始まって間もない９月には、「ようちえんとしょうがっこう どっちがすきですか？」とい

う話題でのフリートークがあった（表８－１）。ここでの子どもたちの発言には、一人一人が「幼稚園」と「小

表８－１　フリートーク（１）９月 13 日（木）「ようちえんとしょうがっこう どっちがすきですか」
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学校」の生活をどのようにとらえているのかが表れていた。このフリートークの後にも、Ｓは子どもたちの

発言をもとに「話す人が」「いい気持ちになる」聞き方について確認していた。この頃には、予定されてい

る朝の会の終了時刻に終えることができるようにもなってきていた。

その後、フリートークの中でわからないことをつぶやく子どもにＳが「質問してごらん」と促したことか

ら、「質問」がある人が先に発言することになり (表８－２① )、質問後にそのまま話した方がよい時とそう

でない時についても確認していった。話題提供者の気持ちや考えを理解した上で、進め方について発言する

子どもも増えていった（表８－２②）。

最後のフリートークの話題は、「もしドラえもんのどうぐがつかえるなら、なにがいいですか」（写真４）

で、多くの子どもたちが発言した。しかし、質問して「だめ」と言われた理由がわからないままの子どもも

いた（表８－３）。そのため、Ｓはここでも最後に「悲しそうな人がいます。誰でしょう？」と問いかけ、

「悲しくならないように」どのように伝えるとよかったかを話し合う場を設けていた（表８－４）。
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３－５　他大学附属小学校の参観

２月には奈良女子大学附属小学校学習研究発表会に参加し、１年生の朝の会と学習を参観し、協議にも参

加した。１年担任の薄田太一先生からは、朝の会について以下のようなお話があった。

このような子ども理解や教師としての願いのもち方や支援についての考え方はＳと共通する点が多く、幼

児期からの発達と学びの連続性をふまえ、１年担任として子ども主体の学習を追求すると、教師の役割とし

て重視することは共通してくることを確認できた。

３－６　附属幼稚園教諭との討議

３月には、附属幼稚園教諭と映像記録を一緒に視聴しながら討議を行なった。映像記録は７月 11 日朝の

会の健康観察とフリートーク (表５－２)、３月 19 日朝の会のフリートーク（表８－３、表８－４）を取り

上げた。附属幼稚園教諭からは、７月 11 日健康観察で子どもたちが友だちの方へ顔を向けて名前を呼ぶ姿

からも友だちへの関心の強さがよくわかること、３月 19 日フリートークでＳが「悲しい人がいること」に

ついて問いかけたが、このようなことに子どもが気づいたりわかったりするための教師の支援が大切である

こと等の指摘があった。また、幼稚園とは違う小学校生活での仲間づくりの背景として、一日をクラス全員

で過ごす生活の中で様々な活動に取り組むこと、多様な友達関係の中で様々な立場を経験できるだけの人数

がいること等が挙げられた。

−67−



４．総合考察

これまで取り上げた実践からわかるように、Ｓは子どもたちの実態についての理解とそれまでの学習経験

もふまえた願いをもとに、朝の会での話し合いの場をつくっていた。また、子どもたちの具体的な言動から

支援のタイミングを判断していた。入学当初から従来の形でのフリートークを取り入れるのではなく、まず

は一人一人の名前を呼び、子どもが答えていく健康観察の場面で話題について全員が話をする場を設け、「自

分の存在を友達に知らせる」「いろいろな友達の存在を知る」ことで互いに知り合い仲良くなれるように、

「自分の生活を振り返って話題を探す」「二人で一つの話題を決める（友達と思いを合わせる）」「話題によっ

て面白さが違うことを体感する」経験ができるようにしていた。また、「理由を聞くと、友達のことがもっ

とよくわかる」ことも経験できるようにしていた。このようにして仲間づくりの基礎ができてきた頃に、自

分の思いが込められた「宝物」について友だちに伝えたい、友だちの思いが込められた「宝物」について知

りたいという子どもたちの気持ちを大切にしながらクイズトークを実践していった。Ｓはクイズトークの時

間以外に「紹介」の時間も設けるようにしており、子どもたちは友だちに伝えたいことが生まれると、その

ために自分で準備してきて友だちの前に出て話すという経験もしていた（表５－２参照）。このような経験は、

特に附属幼稚園から入学した子どもたちにとっては、幼児期に楽しんできた経験をいかせるものでもあった。

Ｓは入学当初から困ったことが起きても子どもたちが「トラブルをチャンスに」できるようにも支援して

いた。また、「幼小接続期は入学後１学期いっぱい（夏休み前まで）くらいまで」と考えていたが、子ども

たちの姿から「クラスの仲間づくりができてきた」とＳがとらえたのも、７月中旬になってのことだった（表

５－２参照）。このようなＳの子ども理解、教師としての願いのもち方、支援のあり方は、附属幼稚園での

保育経験がいかされていると考えられた。そして実際にＳ自身も、以前は今のようには子どもが見えておら

ず、幼稚園の保育を経験し、そこで子ども一人一人を見ていくこと、個をつないで集団をつくっていく経験

をしたことが、小学校に戻ってからの自分の強みになっていると語っていた。

おわりに

附属山口小学校は現在文部科学省研究開発学校の指定を受け、『価値の創出と受容・評価をコアにした教

科融合カリキュラムに関する研究開発～「創る科」の創設を通して～』に取り組んでいる。フリートークは

その中でも重視されており５）、「発達段階や学年に応じたフリートークの持ち方、意味づけが必要」６）とさ

れている。今回は紙幅の都合から実践の一部しか取り上げられなかったが、フリートークの内容については

今後さらに詳細に分析していきたい。また、次年度も引き続き１年生のクラスでのフリートークの実践につ

いて検討し、附属幼稚園と附属山口小学校の幼小接続のあり方や、入学当初の１年生にふさわしいフリートー

クの持ち方、意味づけを考えるための根拠を提供できるようにしていきたい。
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